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東京都あきる野市にある「秋川木材協同組合(以

下秋111) Jと、造形学部のインテリアデザインコース

4年生が取り組んだ事業である。東京都の木材ぱ多

摩産材」と呼ばれ、杉や桧といった木造住宅なとぞに

使われる良質な木材であり、秋川ではそれらの材料

としての価値や評価を広く一般に知ってもらうための

活動を行っている O 一方学生は、授業で住宅の設計

やインテリアデザインを学ぶ中で「材料の調達はど

のようにされているのか?材料によって最適な使い方

は?Jといった思考まで進むことはなかなか難しい。

建築・インテリア業界に進む学生でも東京で木材が

産出されていることすら知らない現状がある。そこ

でこの事業は以下の様に取り組む企画として実施す

ることとなったO

①秋川から素材や業界情報等の提供を受けて進

める

②学生の自由な発想で木材を使用した実物を制作

する

③完成した制作物について秋111と意見交換を行い、

選定したデザインのブラッシュアップ等、可能性を

検討する

1.事業概要

多摩産材を活用した

家具・インテリア小物
のデザインと制作
一一 「インテリアデザイン演習IIJにおける地域連

携型事業への取り組み

2.約定締結にいたるプロセス

2-1あきる野市視察

2009年9月17日の昼頃、木村と丸茂の両名は

武蔵五日市駅に向かった。快晴の駅頭には中嶋材

木屈の中嶋氏と、あきる野市在住でこの取り組みの

きっかけを作ってくださった元文化服装学院教員の

金子利代先生が出迎えて下さった。多摩産材による

家具や遊具などが展示されているモデルルーム、貯

木場、製材所などをご案内頂き、産地としての現状

や社会的状況についてもご説明頂いた。

今回の出張は、 「秋川木材協同組合」会員である

中嶋氏からの「工務自ルート中心の販路に刺激を与

えてくれるような女子大生のアイデアや提案をして欲
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しいJというメッセージ、に応えたもので、あった。丁度、

文部科学省が求めている「地域連携型教育jについ

て学部・学科で議論し、具体的方法を模索している

最中であった。

中嶋氏によれば、業界の現状は林野庁が推進す

る「木づかい運動(公共建築物木材利用促進法)

200う年~J や、東京都が進める“杉・桧花粉症対策"

としての樹齢40年以上の樹木伐採への補助金制度

など、追い風はある。しかし、外国産材に比べて割

高な価格と在来工法住宅の減少、これに関連した

建具需要の減少等の根本的問題を抱えていると云

う。そこで、秋)11から求められたのは「秋川の木材や

技術を活かした家具やインテリア小物、建具等に対

する若々しい自由な発想」の提案であり、「必要な

素材サンプルや情報提供を行う」というもので、あっ

た。そしてそれに伴って「若い人たちに多摩産材のこ

とを知ってもらう機会JI新領域の開拓に繋がり、組

合員が元気になる様な取組み」を求めていた。我々

からは、学生が社会につながる良い機会になるため

前向きに検討すること、但し、大学と組合が覚書を

交わし、両者の目標や役割、事業の日程概要等を

明らかにした上で活動を開始したい点を申し入れ、

この企画が始まった。

2-2秋川木材協同組合との覚書締結について

大学の動きとしては、具体的取組みとして先方の

期待に応えられる成果についての検討、事業日程案

を作成し、 2010年度前期4年生の演習授業に組入

れたい旨を申し入れ大筋で了解を得た。続いて、事

前の打合せを踏まえて覚書および事業日程案を作

成し、双方で検討した。

結果としては大きな修正もなく合意することがで

きたが、決まる迄には4ヶ月以上の時聞が掛ってし

まい、組織と組織の交渉には予想以上の時聞が掛

る事を学習させられた。

3.授業での取り組み方

3-1学生指導について

しつらい vol.42011 

今回の取り組みは特別授業としてではなく、コー

スの演習授業に組み込んで行うことで計画した。

O授業名・「インテリアデザイン演習ITJ(選択必修)

O対象学生・造形学部住環境学科インテリアデ

ザインコース4年生

O人数 ・3う

なお、例年の授業内容は2種類あり、「木材を主

材料とした小型家具類のデザイン・制作jと「内山和

紙を活用したインテリア小物のデザイン・制作Jの2

つの実習として別々に行っている。そこで今回は下

記のような指導方針で進め、学生に自主性を持たせ

ることとした。

①2つの教室でそれぞれ授業を行い、従来の授業

の特徴的な部分は生かした指導を行う。

②地域連携についての説明、木材についての講演、

現地見学、デザイン・プレゼンテーションを合同で

行う。

③学生が互いの教室を行き来して情報交換する。教

員も指導や制作方法の共有を図る。

④材料の選定は、多摩産材の使用を強制せず、デ

ザイン上最適と考える素材を優先して使用するよう

指導し、 他の材料との組み合わせやアイデアを重視

する。

3-2授業スケジュールと内容

学生には授業期間前にオリエンテーションを行

い、取組に賛同する学生に参加させている。授業開

始後は表1のように進行し、特に授業内での秋川と

の連携は以下の通りとなった。

①1回目の授業で、事前に受付取っていたパンフレッ

トや雑誌掲載記事等を活用して概要を説明(写真

1 )。

②制作の作業を進めながら、学生の制作時期に合

わせて授業の中頃(6回目)に業界に関する講演と

学生の制作物に対するアドバイスをうける(写真2)。

③後半(14回目)に秋)11の案内による貯木場や家具・

建具工房の見学会を実施して希望者が参加(写真3



~8) 。

制作は中間発表、アイデアの絞り込み、試

作、図面作成を経て、それから木材を各自必

要な大きさで注文した。その後自分で適切な

大きさにカットしていく O 製材所から届いた木

材は市販されている材料のように研磨されていない。

それゆえ学生達は木の香りに包まれ、若干の水分を

含んだ手触りに歓声をあげ、夢中になって作業を開

始した(写真9~15h 棚や椅子などの大作に取り組

んだ学生は、材料の性質(伸び、縮み、節など)と格

闘したが、木の厚みを活かした温もりのある作品に

仕上げることができた。細部の加工が必要な作品は

今回の多摩産材では難しいことがわかり、その他の

木材も使用して繊細な仕組みをもっテーブルや建具

を作成した。また、小物の制作で、木材の加工が難し

いデザインは、和紙を使ってアイデアの実現に取り

授業団 内容

-地域連携授業の概要とその意味

若い世代に木材産業を知ってもらう必要性、国産

1回目
材活用の発信、学生と地域および産業が継続し

で取り組める交流をもっ必要について説明。木材

を使用した製品と多摩産材を取り上げた記事等

の紹介と説明。

材料の確認とデザイン開始

多摩産材に触れる(取り寄せた材料見本 家具

2-4回目 用厚み20mm、30mm、40mm小物用 10mm、15mm

木材種類杉、槍)。各自のデザイン展開からラフ

モデルの制作。

.デザイン中開発表

5回目 各自5分程度で、作品テーマ・デザイン意図・モデ

Jレ検討について発表。

‘中嶋材木庖中嶋織より講演、学生へのアドバイス

製材業界の国際・圏内での地位聞での価格競争

6回目
について。端材の材料としての使い道と材価とし

ての向上を目指した有効利用の意義について。

講演後は学生のデザインと制作方法についての

質疑応答。

7-9回目 アイデアの絞り込み、ディテール検討、図面化

モデル制作および試作

10回目 デザインに合わせた材料を決定し、多摩産材と内

山和紙およびその他材料を発注。

11-13回目 .作品制作とプレゼン準備

」・ 多摩産材に関する見学

14回目 モデルルーム、貯木場、製材所、家具・建具工房

の見学。見学結果のレポト作成。

15回目 .作品完成・プレゼン

表1授業スケジュールと内容

1. 手*1 1 1 からの惇i幸~， J~ンフレットなど

2 秋川より木材業界に関する講演と学

生へのアドバイスをうける

3貯木場には山から切り出した木材が

大量にあった

4製材機を実際に動かして木材カット

の様子をみせてもらう

5集成材の加工について説明を聞く

EE ι 

.明1曹
6家具・建具工房ではコンビューヲによ

る図面作成と機械との連動を体感

7. r多摩産材プロジェクトJとして武蔵

五日市駅前に建てられたモデルル ム

を見学

8モデルJレ ムでは建材業界のことが

わかる資料がある 塗装による風合い

の違いなど体感

9材料は各自必要な大きさを注文し、

その後自分で適切な寸法にカ y卜

10初めて使う工具にも慣れて職人風つ



11.杉材は柔らかく、細かい部分は作業

途中で割れてしまうことも材質に合わ

せたデザインが求められる

12.研磨をしっかりすると出来上がりが

縞麗

13細かい部分は丁寧に

14.イ匝組みをして点4章

15. r反り」が発生しないようにするに

は、 2枚の材料を重ねて使用することが

有効であることがわかった

しつらい vol.42011 

16.胡座イス。相欠、 差込、模止めを用

い、背板の反りを，舌かした

18 ミニ飾り棚・棚板の高さが調整出

来、単独でも連結しても使える

19組立式サイドテーブル使わないと

きは甲板の中に収納出来る

20積重ね式サイドテーブル女子大生

らしい感性でまとめた小テ ブル

24花箱照明花を自由に入れ替えら

れ、奥行きが陰影を生む

27.作品を完成させたら図面・ポ ド・

報告書にまとめて発表

28.完成作品はデザインのブラッシュ

アyプについて秋)11と意見交換をしてい

く



組み、ユニークな作品も生まれている。完成後のプ

レゼンテーシヨンは「コンセプトボード」もしくは「完

成までのプロセス報告書」を作成して行った(写真

16~2?) 。

4 事業の評価と展望

4-1問題点、および‘今後への留意点

授業としては大きな問題はなく進めることができ

たが、今後に向かって下記のように検討事項をまと

めた。

①材料について 一-発注してから入手するまで約3

週間かかっている。デザインに合わせて希望する材

料を注文したため、秋川に手聞をかけることになっ

たことが一因している。今後は材料の寸法や活用し

てほしい材料を確定することが良いと思われる。条

件がある中でアイデアを練ることは教育的にも望ま

しいと考える。また、秋川が木材の活用として考えて

いる「端材(材料の切れ端)Jについても貢献できる

アイデアが出てくるかもしれない。

②スケジ、ユールについてー-多摩産材を主材料に

した学生は、材料の入手などの入手遅れにより所定

の授業回数で終了しなかったため、授業期間終了

後も引き続き制作を行った。また製材所等の見学

の時期が授業後半だ、ったため、作品への反映がし

難かった。このようなロスは今後、授業開始までの

期間に秋)11と十分な打ち合わせをすることで解決

を計りたい。

4-2制作後の進行

制作物は、デザインとして今後検討を継続してい

く作品を選定した。そして現在、 秋川には実物作品

を見てもらい、さらにデザインをブラッシュアップし

て試作を行い、デザインを完成させる可能性につい

て意見交換をしている(写真28)0また、学生からは

取り組んだ感想として以下のような言葉が寄せられ

fこ。

①多摩産材について......r東京にこんなに豊かな

自然があることが解って良かったJi自分が住んで、い

る近くに木材加工する設備や工房があって、そこで、

作り上げていることを知りび、っくりしたJr日本の木

材の現状を知って、もっと木材を大切にした生活を

したいと感じた」

②制作物について，一「作りたいもの、出来るもの、

するべきものは違うJr材料の特性を見極めるのは

大切であり、大変だったJr難しかったが自分の手で、

作りあげた喜びは大きい」

4-3地域連携型授業を行うことの意義

最後に、今回の授業を通して感じたことをまとめ

たい。学生にとっては、連携先からの講演や現地見

学会を体験でき、多摩産材を用いて制作した学生だ

けでなく使用しなかった学生にとっても社会的に広

い考えを持って課題に取り組めたのではないだろう

か。さらに今後、試作検討するデザインにつながれ

ば達成感も増すことだろう。しかしそれよりも重要

だと感じる事がある。日頃学生は、設計やデザイン

の評価を自分の満足感だけで判断する傾向がある。

教員からの講評も聞きなれた言葉のように感じ、本

当に心に届いているのか疑問に思う時も少なからず

ある。それを思うと学生の感想にもあったように、今

回現実的な相手の意向や評価、さらに社会的な背

景までも意識して進めたことは、いつもと違う緊張

感と達成感をもたらした。デザイン・制作する人にとっ

ては貴重な体験である。学生は持ち帰った制作物

を見るたびに、その時の状況を思い出し自分と社会

を見つめる機会になるだろう。

連携先に関しては、今回の秋川は単に学生の感

性を得たいといった要求よりも、次世代の若い人に

日本の木材業界を意識してもらいたいという願いが

あった。特に建築・インテリア業界に関わっていく学

生には重要な事である。その願いはしっかり伝わっ

たことだろう。

今後も出来上がった成果物の評価にとどまらな

い効果があることを期待して、今回の内容を引き継

いだ地域連携事業を進めていきたい。
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